
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受験勉強で一番大切な時期は、学力が最大の伸びを示すまさにこれから！ 

この時期の１時間の勉強は、春先の勉強の 5～１０時間に匹敵するくらい伸び

ます！なぜかというと・・・。 

受験勉強には様々な段階がありますが、最も

時間が必要なのは、基本的な知識をインプッ

トしていく基礎固め。単語や年代を覚えた

り、前後関係を整理したり、公式を記憶して

その意味を考えたり、基礎固めにはとにかく

時間がかかります。この段階はまだ問題が解

けるというレベルではないので、何十時間と

勉強を続けても、得点力はなかなか身につき

ません。学力の伸びがほとんど実感できない

のが、この基礎固めの時期。 

基礎固めに続いて行うのが問題演習。スポー

ツで言うと基礎固めが体作りや素振り、シュ

ート練習であるのに対して、演習は実践形式

のトレーニング。これを繰り返すことで問題

に解答する技術が向上していきますが、まだ

試合を経験していない段階では学力の伸び

は限られており、「問題を解いてもなかなか

得点に結びつかない」なんていう悩みにつな

がったりします。 

最も学力が伸びるのは、入試レベルの問題を実践さながら

に解く訓練をしたあと。時間を計り、問題に対してどのよ

うな方針で解答にアプローチするのかその方法論を確立

し、難問をすばやく見切る技術や部分点の集め方を習得し

てこそ、本物の得点力が身についていきます。ここまで来

ると全体像が見渡せるようになり、学力は一気に飛躍する

はずです！ 

同じ期間でも、基礎固めに

時間がかかる初期は、勉強

効果は小さい。 

勉強の伸びが最も大きい

のは入試直前！ 
つまりこれからの時期！！ 

入試直前に学力が伸びるもう一つの

理由は、勉強効率が最大になるからで

す。分かる問題は飛ばし、弱点だけを

効率よく勉強できるようになるし、１

問を解くスピードも春に比べて格段

に増しています。緊張感から集中力が

高まっていることもあり、１時間あた

りの勉強量はそれまでの比ではあり

ません。この時期に休んでいたり、手

を抜いたりするのは本当にもったい

ない！ 
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センター試験が終わって、いよいよ受験シーズンも佳境に入ってきました。高３生の皆さんは、状況に違いこそがあ

れ、やがて必ず来る春を前に、おそらく夢を膨らませていることでしょう。センターで結果が出せた人は、あとは自分を

信じて突き進んでください。一方、思うような点数が取れなかった人は、不安でいっぱいだと思います。でも、考えてい

ても仕方がありません。今まで努力してきたので、自分の成功を信じて頑張ってください。悩んでいる人は、先生やス

タッフに相談ましょう。最後の最後まで、ＤＳＫは皆さんの無限の可能性を信じ、支えていきます。 

 ２０１２年のセンター試験の志願者数は昨年から３，４４７人減少して５５５，５３７人となりました。現役生

志願者数は前年から２，７０８人減少していて、現役生のセンター志願率（センター試験志願者数／新規高卒者数）

は４１．５％となり、過去最高であった前年の４１．６％から０．１％下降しました。 
 今年のセンター試験は、ニュースでもあるように、地歴公民の問題の配布ミスや数学の問題訂正の板書を忘れた

り、例年になく運営上のトラブルが多発し、受験生にとっては不公平感の残る後味の悪い試験となりました。ただ

し、受験生にとっては、この後、私立大一般入試、国公立大２次試験が控えています。できるだけ早く気持ちを切

り替えて、次の試験に備えてほしいです。 

個別試験へ向けての入試直前講習を実施しています。入試前の最後の授業となるので、少しでも不安がある人は是非

相談してください。また、数学や小論文等の記述対策で添削が必要な方は、遠慮なく、申し出てください。記述に必

要な知識を伝授します。 

講師・スタッフ一同、皆さんの結果を、とても気にかけています。良い結果でもあまり良くない結果でも、何でもい

いので、報告しに来てください。宜しくお願いします。 

ＤＳＫでは、毎年、卒業する塾生から赤本や参考書を寄贈してもらっています。もし、自分が使用した赤本・

参考書等で、ＤＳＫ生の後輩の為に、寄贈してもいいものがあったら、合格の報告に来る際などに、持ってき

てください。後輩のための貴重な資料となりますので、ぜひ、ご協力お願いします。 


